
石鏃 (1～ 15)

調査区西側よりその多くが出土 している。これらを観察すると、無茎鏃 (1、 2)、 凸基有

茎鏃 (3～ 5、 14)、 凹基有茎鏃 (6、 7)、 平基有茎鏃 (8～ 13、 15)の 4形態に分類 され

る。完形品は 2点 と少なく、欠損品は茎部 を欠 くものが多い。いずれも押圧素」離によりていね

いに作 られる。法量は最大長 2.l cm～ 2.7 cm、 重 さ0.79～ 1.89を 計る。石材は珪 (硬)質

頁岩が多く、珪岩、蛋自石が続 く。

石錐 (16)

つまみ部 と錐部の境のえぐれが浅いもので、錐部先端 を欠 く。石材は珪 (硬)質頁岩。

掻器 (17～ 26)

いずれも一次景」離によって得られた縦長景」片を用い、刃部は主要素」離面から背面方向への調

整によって作 りだされたものが多い。23は 主要面、背面に刃部が作 られている。刃部の位置 を

観察すると、一イ員」縁に限定 されるもの (17～ 22)、 二側縁に及ぶもの (23)がある。最大長 2.9

cm～ 9.9 cm、 重 さ109～ 709を 計 り、その大 きさに規則性はみられない。石材は珪 (硬)質頁

岩、黒色頁岩の頁岩類である。

磨製石斧 (27)

1点 出土 した。定角式磨製石斧で、最大長13.3cm、 重 さ2809を 計る。刃部は九みを帯び、

使用頻度の高さが知 られる。石材は
'分

岩である。

石錘 (28～ 31)

4点出土 した。 5 cm～ 10cm大 の扁平な石を用い、その短軸両端 を打 ち欠いてえぐれを作 りだ

している。重 さ509～ 2509を 計る。石材は流紋岩、石英安山岩、石英閃緑チ分岩である。

敲石 (32～ 38)

7点出土 した。 5 cm～ 9 cm大の扁平な川原石を用い、石の長軸一側縁を打 ち欠くものである。

重さ289～ 1559を 計る。石材は流紋岩が多く、緑色凝灰岩、石英チ分岩が続 く。32は 凹石 を転

用もしくは併用 したものである。な f.・ 、昨年度及び本年度に敲石としたものの中には、法量が

小 さく、敲打に適 しないものが存在する。これらについては石錘またはその未完成品とみるこ

とも可能である。

凹石 (39～ 43)

5点出土 した。 7.5 cm～ 15.5cm大 の楕円形 または不定形の石 を用い、その比較的平坦な面に

]～ 3個の凹みを作 りだしている。凹みは皿状 を呈する。重 さ2109～ 120o9を 計る。40、 41

は磨石としても併用 される。石材は石英閃緑岩、石英安山岩である。

磨石 (44～ 56)

13点出土 した。その多くは調査区西側からである。 3.5 cm～ 12cm大 の石 を用い、4ヽ型のもの
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は全面 を磨面とする。44は研磨が繰返 されて多面体となっている。比較的大型のものは平坦な

面を磨面とする。重 さは449～ 6609を 計る。石材は石英チ分岩が多く、緑色凝灰岩、泥岩、玄

武岩、流紋岩が続 く。

石皿 (57、 58)

2点出土 した。いずれも破損品である。57は 楕円形の扁平な礫の平坦面を磨面とする。縁辺

部までの変化に乏 しい。石材は泥質凝灰岩。58は磨面と縁辺部が明瞭に区画 されている。石材

は流紋岩。

(藤井安正 )

(3) 土製品・石製品 (第51図～53図 )

C区 より出土 した土製品・石製品は、円盤状土製品43点、土偶 1点 、茸形土製品 ]点、円盤

状石製品 3点、石剣 ]点の計49点 である。これらの製品は万座環状列石寄 りの発掘区南西側、

Ⅲb～ Ⅲd層 からの出土で、その分布は土器分布密度の比較的高い部分と一致する。

円盤状土製品 (第51図、52図32～ 43)

土器破片 を利用 し、打 ち欠き及び研磨加工により、円形、方形、三角形に整形 しているもの

である。土器胴部片 を利用 しているものが42点、底部片 を利用 しているものが ]点 、合計43点

が出土 した。欠損品は14点で、全体の欠損率は33%で ある。なお、打 ち欠きカロエだけのものに

は判別 しにくいものが多々あるが、ここでは明らかに人為的に打 ち欠いたと考えられるものを

文寸象とした。

形状 により次のように分類 した。

I類……円形 を呈するもの一一 全体の65%に あたる28点 が出土 した。

Ⅱ類……方形 を呈するもの一一 全体の 7%に あたる3点が出土 した。

lll類……三角形 を呈するもの一― 全体の28%に あたる12点 が出土 した。

加工方法により次のように分類 した。

a類……全体及び一部 を研磨加工 しているもの一一 全体の23%に あたる10点 が出土 した。

b類……打 ち欠き加工だけのもの一― 全体の77%に あたる33点 が出土 した。

形状 と加工方法との関係は、 Ia 4点 、 Ib 24点 、Ⅱa]点、Ⅱb 2点 、Ⅲa 5点 、lllb 7点 で

打 ち欠きカロエだけのものは選別基準が曖味なものとなる感は否めないが、円形のものに比べ、

方形、三角形のものは研磨加工率は高 くなる。

文様は無文17点、縄文 8点、沈線文 6点、磨消縄文 4点、撚糸文 4点、連鎖状撚糸文 3点、

網目状撚糸文 ]点である。文様による選択はなされていないようで、当時利用されていた土器

文様頻度が、円盤状土製品の文様頻度になるものと考えられる。また、文様と形状、カロエ方法

による差異 も認めがたい。
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大 きさは、最小 2.8 cm、 最大 6.8 cmで 、形状、加工方法の別なく、 3～ 5 cmの ものが多い。

厚 さは、最小厚 0 5cm、 最大厚 1.O cmで 、 0.6～ 0.8 cmの ものが多い。厚 さもまた、形状 、加

工方法による差異はない。

土偶 (第 52図 44)

右足部である。足の裏面は平坦で、土踏 まずを表すかのような凹みがある。足の大 きさは4.0

× 3.2 cmで 、指の付け根の位置から周縁に沿って 1条 の沈線が巡 る。焼成は良い。

茸形土製品 (第52図45)

茸形土製品はかつてはスタンプ形土製品としたものの中に含まれる事が多かった。スタンプ

形土製品は円形ないし楕円形の表面に簡単な沈線による文様がほどこされ、柄に小孔 を穿った

ものが多い。これに対 し、本遺跡出土の土製品は沈線による文様、小孔 ともなく、茸そのもの

を模倣 したものと考えられ、茸形土製品として扱った。

「かさ」は円形を呈 し、最大径 2.5 cm、 高さ3.O cm、 「茎」は最大径 1.3 cm、 高さ2.4 cmを

計る。「かさ」はほぼ平坦で周縁部は薄 く、部分的に欠け落ちている。「茎」はほぼ直立し、

先細 りしている。胎土は砂粒をやや多く含み、焼成は良い。

この土製品は当時食用に供 していた茸の植生を反映したものと考えられる。茸形土製品の出

土例は、秋田県鹿角市大湯遺跡、小坂町大地遺跡、杉沢環状列石遺跡、青森県大石平遺跡、韮

窪遺跡等がある。

円盤状石製品 (第 53図 ]～ 3)

3点出土 した。いずれも完形品で、打ち欠きカロエだけのもの (])と 、全面を研磨加工 して

いるもの (2、 3)と に分けることができる。平面形は円形を呈 し、大きさは、最大径 3.6～

3 7cm、 厚さ0.5～ 0.9 cm、 重さ76～ 12.79で 、ほぼ同じような規格を呈する。石質は、全

て泥質凝灰岩である。

石剣 (第 53図 4)

欠損品である。丹念な研磨によって板状に整形されている。柄幅 1.9 cm、 厚さ0.5 cm、 現存

長 8.6 cmを 計る。石質は粘板岩である。

(佐藤 樹 )
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第V章 分析と考察
1.配石遺構群について

配石遺構については、調査報告書(2)に おいて、 ]、 2次調査の調査結果をまとめ、若干の

考察 をカロえたが、今年度の調査結果を含め、再度分析 と考察 を試みたい。なお分析の対象とし

た遺構は、第 ]～ 3次調査で検出された配石遺構43基 (未調査の 9号配石を除 く)である。

(1) 配石遺構の形態

配石遺構の形態については、次のように分類 した。 (第54図 )

I類……縁辺部に立石を巡 らすもので、内・外部構造から4つ に細分される。

a 縁辺部形態が楕円形 を呈 し、その内部に平石を数個置いたもの。

b.形態が楕円形 を呈 し、その内部中央に立石を立て、その隙間に平石 を置 くもの。

c.形態が円形 を呈 し、その内部に数個～十数個の平石 を積み、さらに縁辺部外倶1に 石を

環状 に巡 らすもの。

d.下部土渡の四方向に立石 を立て、その内部に平石を数個置 き、さらにその縁辺部に内

部 を覆 うように斜めに立石 を巡 らすもの。

Ⅱ類……立石のみで配石が作 られるもので、 3つ に細分される。

a.縁辺部に立石を格円形に巡 らすもの。 (こ の類には、40号配石が該当する。しかしIa

類の破壊過程のなかでこのような形態 を作る可能性 もある。 )

b.配石下土墳の長軸両端に一対の立石 を立てるもの。

c.配石下土渡の長軸両端に一対の立石 を立て、そのほぼ中間 (土墳中央部)に数個の小

さな石を立てるもの。この類は今年度新たに検出 した43号配石が相当する。

Ib類

第54図 配石遺構形態分類図

舅

※スクリーン・ トーンは立石 を表す

-78-



Ⅲ類……配石縁辺部に平石 を巡 らせるもので、 2つ に細分される。

a.石 の長軸を連結 させ、円形に一巡 させるもので、その内部に石が雑然と積まれるもの。

b 石の長軸を中心に向け、所謂放射状 に置 き、その内部には石が雑然と積まれるもの。

今年度、新たに10基の配石遺構が検出された。 しかし、44号配石のように構築当時の様相 を

残すもの、35号配石のようにある程度まで復原できるものは数例である。これに対 し破壊 をう

け、分類、細分不可能なものが多い。

これまでに検出された配石遺構 をもと

の構造をみると、立石をもつもの (I・

(2) 配石下土壕の形態と規模

配石下に土墳が伴 うか否か、  帳軸)

これは配石の性格 を考える上で
2m

非常に大きな比重 を占めている。

今年度、新たに検出した配石10

基についても、配石下の調査 を
′

試みた。その結集10基すべてに
l

土墳が伴 うことが明らかとなっ

た。

上部配石 と下部土墳の位置は

一致する。

土墳形態は、楕円形 を呈する

ものが30基、円形11基、隅丸方

に 3型式 9亜式に分類することができた。大概 に配石

Ⅱ類)と 、平石のみのもの (Ⅲ 類)と に、大別される。

(底面積 )

第55図 配石下土境長軸と底面積の相関図

形 2基で、格円形 を呈するものが圧倒的に多い。楕円形のものには、配石平面形が楕円形 を呈

し、配石形態が I、 Ⅲ類のものが、円形のものには、配石平面形が円形、配石形態がⅢ類のも

のが伴 う傾向がみられる。

第55図は、土獲長軸 と底面積の相関関係 を図化 したものである。この図から、土墳長軸 136

cm、 底面積0.92ポ を境に規模 を大小に二分することができる。なお最大のものは17号配石、最

小のものは 7号配石で、底面積にして約10倍の差 をもつ。底面積が小型のものに配石形態 Ia

類が伴 う傾向がみられる。

形態、規模及びその他の観察事項は第 2表 にまとめた。

(3) 配石下土墳の長軸方向

これまで調査 された配石遺構のなかで、土渡長軸方向を知ることができる楕円形プランのも

の32基 を分析資料とした。
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Ettll 確認地点 確認面
石 土 壌

出土遺物 備 考

形態 規模(cm) 平面形 規 模(伽 ) 底面積(r 長軸方向 赤色範囲

1 P-10 Ia 109× 62 楕円形 154X104× 35 N-53° 一E × 土器片

2 0-12 Ia (83× 64) 楕円形 113X82× 46 N-69° 一E ×

3 R、 S― 2 (130× 95) 楕円形 165X98× 72 N-51° 一E ○ 漆塗木製品

4 R-11 (150× 90) 楕円形 131× 90× 70 N-63・ ―E ○

5 R― (158X108) 楕円形 148× lll× 73 N-49° 一E ○

6 R-1112 lll (径 150) 円 形 152X150× 70 ○ 土器片

7 R-12 (径 70) 楕円形 77X61X22 N-81° 二W ○

8 R-13 (径 100) 円 形 101X92× 50 055 ○

9 B-14、 15 (91× 70) 配石遺構群域外

10 P-10 115× 7] 楕円形 25× 01× 61 N-68° 一E × ニチュア土器、土器片

11 R― 120× 115 円 形 127× 25× 70 088 〇 土器片 ビット7→本配

12 R-10 95X92 円 形 l× 55 056 (N-1° 一E) ○ カメ棺

13 R-10 (167× 152) 楕円形 148X124× 47 N-73° 一W ○ 土器片 ピット4→ 15配→本配

Q、 R-9、 1( Ic 隅九方モ 75× 53 N-55° 一E ○ 土器片 ピノト1→本配→1117、 18翫

R-9、 10 (径 150) 円 形 84× 87 〇 土器片 14配、ビッロ、4→本配→13配

R、 S-9 98× 90 楕円形 106×譴×52 N-51生 E 〇 カメ棺

Q、 R-8、 9 I (200× 150) 楕円形 223× 202× 72 〇 石鏃13点 、土器片 14配→本配→20配

R-10 (201× 104) 楕円形 180× 114× 25 N-85° 一E × 深鉢形土器 14配、23配→本配

R-9 楕円形 175× 92× 26 119 N-7 ― W × 土器片 本配→23配→18配

R-8、 9 Ic 198X185 楕円形 157× 128X83 l16 N-82° 一E 〇 土器片 17配→本配

R-8 (98× 94) 楕円形 154× 132× 58 N-84・―E 〇

R、 S-8 138X130 楕円形 164× 115× 67 N-54° 一E 〇

R-9 円 形 124X l15× 81 〇 土器片 19配→本配→18配

P-8 I (70× 50) 楕円形 95× 63× 54 N-82° 一W × 土器片

R-8、 9 I 楕円形 181× 158× 60 N-28° 一E ○ 土器片

S-9 円 形 113× 103× 55 065 (N-33・ ―E ○ 土器片

P、 Q-13 (73× 67) 楕円形 124× 98× 28 N-66・ ―E 〇

Q=13、 14 楕円形 ( )X92× 38 〇

R-7、 8 Ⅳ上 楕円形 123× 102× 57 088 N-76° 一W 〇 土器片 昭和51年 X地域7号遺構

R-7 Ⅳ上 楕円形 153× 119× 72 124 N-50° 一E 〇 石鏃1、 壺形土器 昭和51年 X地域6号遺構

R-8 円 形 132× 120× 61 〇

R-12 I (70× 54) 円 形 86X82X44 ×

R、 S― ll Ⅲ 楕円形 118X100× 51 N-49° 一E ×

S-12 楕円形 112× 82× 35 053 N-57° 一E 〇

Q-4、 5 Ⅳ上 (105× 73) 楕円形 127× 94× 40 077 W一 E 〇

R、 S-6、 7 Ⅳ上 円 形 90X83× 50 (N-38・ ―E) × 土器片 昭和51年 X地域3号遺構

R-7 Ⅳ上 I 楕円形 157Xl17× 64 N-27・ ―E ○ 昭和51年 X地域2号遺構

欠38

R-7 Ⅳ上 la 楕円形 88× 62× 41 N-55° 一E × 土器片 昭和51年 X地域5号遺構

R-7 IV上 (160× 102) 楕円形 143× 105× 55 N-55° 一W ○ 土器片 昭和51年 X地域4号遺構

Q、 R-4 I (175×  ) 楕円形 179X146× 67 N-24° 一E ○ 土器片

Q-6 Ⅳ上 円 形 106× 96× 33 N-37° 一E ×

R-2 隅丸方形 103X74X38 N-74・ ―E × 土器片

44 S-3 Ia 80× 75 楕円形 118× 82× 66 N-15° 一E 〇 土器片

45 R-6 Ⅳ上 楕円形 113× 102× 25 (N-79・ ―E) × 土器片

第 2表 配石遺構観察表
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第56図は、磁北からの長軸方向のズレを図化 したものである。土墳長軸は、東北東方向を中

心にN-49° ～85° 一Eの 36度 の範囲に19基 (こ れをNE群 とする)、 北西～西方向のN-54° ～

82° 一Wの 28度 の範囲に5基 (NW群 )が集中する傾向をみせるほか、北～北東方向を向くものが

数基みられる。言い換 えると土墳長軸が北北西方向 (ま たは南南東方向)を 向 くものが存在 し

ないことが指摘 される。NW群 を180度回転 させると、長軸方向はN-7° 一W～ E-36° 一 S

の 133度の範囲に納 まる。これを配石形態別に分解すると、 I・ E類はN-51° ～79° 一Eの 28

度の範囲内に、Ⅲ類はN-49° ～55° 一Eの範囲内に集中する傾向がある。

第57図 は、配石遺構が弧または円を画 く配置 を示すものとして、その中心を求め、それによ

つて得 られた求心線 (遺構 と中心を結ぶ線)と 長軸方向のズレを図化 したものであり、 0度 ま

たは 180度 に近い程求心線 と同一方向を、90度 に近い程求心線に対 し直交することを意味する。

第56図 磁北にみる下部土垢の長軸方向

第57図 求心性にみる下部土墳の長軸方向
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この図から、求心線に対し直交及び直交に近い角度をとるもの (69度～ 109度、20基 )、 求心

線とほぼ同一方向を向くもの (172度 、 1基)、 求心線に対しいずれかの方向に45度 ズレるも

の (33度 、 125度～ 145度、11基)が存在することがみてとれる。これらを配石形態別にみる

と、 Ia類 は24号 配石を除き、またⅢa類の多くのものが求心線 に対し直交する傾向にある。

このように、配石下土墳長軸が、磁北からのズレ、求心線からのズレとも、ある範囲内に集

中することは、土壌長軸方向が任意に決められたものではないことを示すものと思われる。し

かし、いずれを意識 したものなのかは、この分析結果から判断することができなかった。

(4) 配石遺構の性格

これまでに検出された配石遺構43基 (未調査の 9号配石を除く)の下には、規模の大小こそ

あれ土墳が伴 うことが判明した。土渡の規模はいずれも埋葬可能なものであり、堆積土は人為

的に埋め戻された状況を示 している。さらに数例ではあるが土渡底面より副葬品と思われる漆

塗本製品や石鏃、カメ棺 と思われる土器が出土し、墓としての性格を示唆している。

第 1、 2次調査において、配石の性格を科学的分野から追求することを目的に、配石下土渡

内の土壌及び12号配石下土渡出土の壺形土器底部破片の残存脂肪酸分析を、帯広畜産大学、中

野益男氏に依頼 した。その結果、配石下土渡より採取された資料からは、遺構外より採取され

た対比資料に比べ、高等動物に特徴的な脂肪酸であるリグノセリン酸 (高級飽和脂肪酸、炭素

数22以上)力泄ヒ較的高い割合で検出されたほか、ステロール組成においても動物固有のコレス

テロールが検出されたことから、配石下土墳内には、高等動物に属する遺体が埋葬されていた

可能性があると認定された。また壺形土器胎土内の脂肪酸組成は、オレイン酸、パルミチン酸

が約60%を 占め、動物・ヒトの脂肪酸パターンに非常に類似 し、ステロール組成においても動

物固有のコレステロールが組成全体の約70%を 占めていることから、土器内には高等動物の遺

体が内存 していた可能性が極めて高いと認定された。

以上のことから、配石遺構は「配石墓」、配石下土墳出土の壺形土器は「カメ棺」 と判断さ

れるに至った。今年度新たに検出された配石遺構についても、下部土墳の存在、堆積状況、規

模などから総合的に判断し、昨年と同様の性格と考えられる。

なお、土渡の規模が、長軸 160 cm以 上、底面積1.40耐以上と大型のものが数基存在する。鈴

木尚氏の研究によると、縄文人の平均身長は男性で 160 cm弱 、女性で 150 cm弱 と推定されてい

る。周辺遺跡での埋葬姿勢が縄文時代に一般的にみられる屈葬とすると、その規模が極めて大

きい事から、中期末から後期にかけて類例を増す伸展葬も行われたと考えられる。

(5) 配石遺構の配置

これまでの調査において、配石遺構群は配石遺構43基、孤状列石 1条、さらには数基の土援

を含んで構成されている。
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第58図 配石遺構群と小塊

第 3表 各小塊を構成する配石形態表
※数字は遺構No.を 示す。

配石遺構群は、弧状列石 を境 として外帯 と内帯 とに区画される。これを分解すると、外帯の

配石 1基 とこれに対応する内帯配石 4～ 6基 (土墳 を含むものもある)で小塊 を構成するもの

6小塊 (A～ F)と 、内帯配石のみで構成するもの 4小塊 (ZA～ ZD)の 計10小塊 に分割で

きる (第58図 )。 これら小塊は若干の間隔を保 ちながら大 きな弧 を画 くように連続 している。

各小塊内の配石平面の広がり、配石下土墳の配置 をみると、小塊間にはある程度の間隔が存在

するにもかかわらず、その内部で切 り合いを示すものがある。これは配石の構築場所が任意で

なく、その範囲がかなり限定されていたことを示 しているものと思われる。すなわち周辺遺跡

においては、すでに墓域の形成がみられ、これらはいくつかの小塊 (埋葬区)に 区画 されてい

ることが看取 された。

次に、各小塊内の配石形態の分布 (第 3表)を みると、A～ E小塊では外帯にIa類 を、内

帯にIlla類 が存在 (A・ B小塊内にⅢa類と確 実 に判断されるものはないが、Ⅲ類 としたもの

外帯 内 市

几 Ia Ib Id I類 Ⅱa Ⅱb Ⅱc Ⅱ類 Ⅲa Ⅲb Ⅲ類 不 明

ZD

ZC

ZB 36、42
45

ZA

A 20、 21 17、 25 22、 31

B 14 18、 19

C 1

D 2 4 5 6、 33

E 3 7、 34

F (20 8
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の内にⅢa類 としたものが含まれている可能性 がある)し 、相関関係にある。また外帯配石 を

もたないZA～ ZD小塊では la類 (ZB小塊に Ia類 と確実 に判断 されるものはないが、 I

類又は不明としたものに Ia類に属するものが含まれている可能性がある)がいずれも内在する。

配石遺構群は、その南西佃1で分布密度 を薄 くする傾向にある。その要因が何であるかは今回

の調査で明らかにすることができなかった。

(6) 配石墓の時期

第 2次調査において、配石下土墳から出土 したカメ棺土器や、配石近傍からの出土土器は、

いずれも大湯式の特徴 をもつものである。今年度も44号配石の配石内より磨消縄文による入組

状曲線文が横位 に展開される浅鉢形土器が出土 しているほか、遺構検出面からも大湯式の特徴

をもった土器が出土 している。

以上のことから、配石墓は縄文時代後期前葉につ くられ、配石遺構群域 (墓域)が形成され

たと考えられる。

(7)弧 状列石について

弧状 pl」l石 は、人頭大ほどの不規則 な形状で扁平な石 を数個から十数個程を線状 に配列 したも

のが、Fll石 を作る 1単位 となり、これらが断続的に連なっている。この単位はA～ F小塊内に

存在 し、小塊内を三分 している。この列石の性格は、配石遺構群 を外帯 と内帯 とに区画 してい

ることから、墓域、埋葬区の区画を目的にしたものと考えられる。大湯万座、野中堂環状列石

の外帯 と内帯間に存在する空閑地帯や、岩手県下村B遺跡にみられる溝状遺構 に相当するもの

であろう。

今年度の調査 において、弧状列石がZA小塊以西で見られなくなる。この列石の続 きの検出

を試みたが、石及び石の抜 き取 り痕は検出されなかった。列石の在存する位置 をみると内帯と

外帯の区画を必要 とする位置にあることから、ZA小塊以西ではもともと存在 しなかったもの

と考えられる。なお、弧状列石の構築時期は、配石遺構群 とほぼ同時期 と思われる。

(8) 土坂について

土墳は、これまでの調査において20基 が検出された。この項では配石遺構群域及び近傍 に存

する16基 (5号土渡 を除 く)について分析する。

土墳は、弧状列石 を境に、その北側 (外帯)に 2基、南側 (内帯)に 14基 が分布 し、内帯に

あるものは、その最も近 くにある小塊 (埋葬区)に含まれるものもある。

土獲平面形は、楕円形 を呈するものが14基 と多く、円形が 2基存在する。規模 (第 59図、第

4表)は 33号土渡 を最大とし、36号土渡 を最小 とし、その底面積の差は 3倍で、配石下土渡 と

比べ ると、その差が/」 さヽいことがわかる。第60図 は、土墳長軸方向を図化 したもので、北東方

向を向くものが11基、北方向を向 くものが 3基で、北西を中心とした方向 (こ の方向を180度
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(長軸 )

く第60図
磁北にみる

土壌の長軸方向
E

井書れ
36

第61図

求心性にみる
土堀の長軸方向

第59図  土壊 1長軸と底面積の相関図

第 4表 土壇観察表

回転 した場合は南束を中心とした方向)を向くものが存在しないことが指摘される。第61図 は、

求心線とのズレを図化したもので、そのズレは35度～ 135度の 100度 と広い範囲に分布する。

わずかに90度付近に集まる傾向を示すが、求心線と一致するものがない。このように土渡長軸

1翻

(面積 )

土渡名 確認地点 確認面
土 墳

出土遺物 備 考
平面形 規 模 cm 底面積ポ 長軸方向 赤色範囲

l K-13 Ⅳ上 方 形 120)く 100X30 N-41L E × 時期不明

2 I、 」-11 Ⅳ 桔円形 222)〈 152〉く34 0.62 N-9=E ×

3 M-9 Ⅳ上 円 形 86× 74× 70 0.32 × 時期不明

4 T-9 Ⅳ上 楕円形 96× 74× 34 0 35 N-10=E × 土器片

5 R― 0 Ⅲd 楕円形 90〉〈70)く 24 N-17=W × 時期不明

R一 Ⅳ上 円 形 84× 78× 19 0 46 × 土器片

7 S― 0 Ⅳ上 楕円形 110〉く76X44 0.44 N-51= E ○ 土器片

P― 3 IV上 楕円形 87× 53× 39 0 29 N-41生 E ×

9 R― 2 Ⅳ上 楕円形 108× 65× 26 0.53 N-38性 E ×

S― 2 Ⅳ上 楕円形 93× 70× 25 0.44 N-42L E X 土器片

11 S― 2 Ⅳ上 楕円形 8× 93× 38 0.68 N-53=E ○

12 P、 Q-13、 14 Ⅳ上 楕円形 4× 79× 28 (0.55) (N-58LE) ○

R-5 IV上 楕円形 8× 92× 23 0.61 N′-7嘔 W × 土器片

R-6 Ⅳ上 円 形 8× 112× 60 0.65 ×

R-3 Ⅲd 楕円形 5× 77× 31 0 45 N-34L E × 36土→34土

T-3 Ⅲd 楕円形 09)く 76X37 0 45 N-56L E × 土器片 37土 →35土

R-3 Ⅲd 楕円形 75× 55× 38 0.21 N-36=E × 36土 →34土

T-3 Ⅲd 楕円形 78× 60× 35 021 N-61L E × 土器片 37土 →35土

S-3 Ⅲd 楕円形 92× 64× 37 0.34 N-1°一W ×

S-5 Ⅳ上 楕円形 96)く 70X34 0 38 N-46L E × 土器片
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の磁北からのズレ、求心線からのズレともある程度の傾向をつかむことができるが、いずれを

意識 したものかは判断できなかった。

土渡の性格は、その位置が限定された区域内 (墓域)に存在すること、埋葬可能な規模であ

ること、堆積が人為的であること、さらに残存脂肪酸分析を実施 した 7号土獲においても、配

石下土墳の分析結果ほど顕著ではないにしても動物遺体の存在の痕跡が認められ、配石と同じ

性格のものと推沢1さ れている。以上のことから、配石遺構群域内及び近傍に位置するものは土

墳墓と考えられる。

これらの時期は、小塊内に含まれるものは配石と同様の縄文時代後期前葉に、その他のもの

は、その出土土器から後期初頭～中葉と考えられる。            (藤 井安正)

2.大湯環状列石周辺について

大湯環状列石の近傍はどうなっているのか、関連する遺構があるのではないか、この問題に

ついては大湯環状列石の構造、性格、構築時期等の解明と相まって、古くから関心が持たれ、

環メ犬列石のみならず、その周囲にまで調査の手が延ばされている。さらに昭和48年 から51年 に

かけては、関連ある遺構、遺跡の広がりを把握するため、30万ピに及ぶ範囲の分布調査が実施

されている。また、昭和59年 からはこれらの調査により確認 された遺構の性格、配置等を解明

することを主目的に面的な発掘調査が継続されている。

しかし、今日までに発掘された総面積 (両環状列石部分を含む)は わずか10,500ポ で、対象

面積25万ゴ中4.2%に すぎない。また周辺遺跡のほとんどが果樹園や耕作地であること等調査

に制限があり、全域に及ぶ均一な調査とはなっていない。このため、環状列石周辺 を論ずるに

はまだまだ資料不足ではあるが、これまでに調査された地点及びその検出遺構をまとめ、遺構

の分布状況を概観 したい。

(1) 調査地点とその検出遺構

|。 17年の調査地と検出遺構

大湯環状列石の大規模な発掘は、昭和17年の神代文化研究所による発掘に端を発する。この

調査は考古学的研究とは別の目的をもって実施 されたものであり、調査方法、記録、分析等に

問題を残 しながらも、ほぼ大湯環状plj石 の構造を解明できたこと、これ以降の調査の口火とな

った事等から軽視できない。

調査は両環状列石に主力が注がれたが、さらにその周囲にまで調査の手を延ばし、万座環状

列石西方に 2ヵ 所、北方に lヵ 所、野中堂環状列石北方に lヵ 所、南方及び西方に 3ヵ 所の試

掘抗が設定されている。これらの調査の概要を記した「中通遺跡発掘日誌」や『神代文化』第

47号 によると、万座環状rll石 西方に設定された 2ヵ 所の試掘抗中 lヵ 所の試掘抗からは「究状
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土墳」数基が、北方の試掘抗内、万座外縁より約 8間 (14.6m)の地点からは東西方向に延び

る幅 3尺 (90cm)余 の直線状の列石が確認されている。調査者の一人である吉田氏はその報告

書の中で、「幾分地点により屈曲する部分もあって如何なる構造になるかは尚ほ未発掘の部分

あることと、相まって明らかにすることはできないが、少くとも延長30間 を数えるという」と

述べ、さらに「尚ほ其の延長上の西方に又別に矢張り円環状を成すと思われる1条の列石があ

るが・…」と別の環状列石の存在を指摘している。また野中堂環状列石周辺に関しては、列石の

北傾1外縁から「 6、 7間 を距る正北にあたる地位」から「深さ5尺内径 4尺 に近き定洞 (尤 も

掘返し土充満)カ メ型の穴」 1基が、南方及び西方に設定された3ヵ 所の試掘抗のうちlヵ 所

からは「究状土渡」 1基が検出されている。

これらの遺構の位置は、その記述が曖味であり、正確な遺構配置図も作成されておらず、特

定できない。ただ万座の直線状列石、西方試掘内の 1基の「究状土墳」及び野中堂北方の「カ

メ型穴」については「中通遺跡発掘日誌」中の概略図にその位置が記されており、昭和26、 27

年作成の環状列石実測図、51年作成の特別史跡大湯環状列石現況地形図等との調整により次の

ように、そのおおよその位置を推定できる。

すなわち、直線状列石は、万座環状列石中心から北方 (N-27° 一E)37mの地点に位置し、

その延びる方向は東―西方向、「究状土墳」の位置は万座環状列石中心から南西方向 (N-160°

一W)の 33m前後の地点である。一方、野中堂北方の「カメ型穴」については野中堂環斗犬列石

中心から北方 (N-14咀W)33m前後の地点と推定できる。

なお、「究状土墳」、「カメ型穴」と記載されている遺構は、その略図から現在́フラスコ状

土獲 (ピ ット)や袋状土渡と呼称されている遺構に相当するものと考えられる。

ll.21年 の調査地と検出遺構

昭和21年 に甲野 勇、後藤守一氏らにより実施された調査は、その目的が「環状列石を構築

した住民の住居跡と文化をあきらかにし、ついでに列石内部を再検じ、その性質を究明するこ

と」にあったため、列石周辺の調査に主力が注がれ、万座環状列石周囲に数ヵ所の発掘区が設

定されている。その発掘区については甲野氏の報文では「万座地区の環状rlll石 を中心に、その

西側の第 1地区、北佃1の崖に接する第 2地区、これと列石との中間の第 3地区～」であるのに

対し、後藤氏の報文では「万座組石群の北辺に一区画 (第一区)、 西辺に三区画を定めて～西

辺の三区画の中では、大湯川段丘面に近いものを第二区とし、組石群の西佃1に近接のものを第

二区、その第二区と第二区との中間にあるものを第四区とした」とその記述に違いがみられる。

後藤氏の報文中の第一区の遺構配置図を考慮すると、後者の方が正しいものと考えられる。す

なわち、甲野氏の報文中の西を北に、北を西に読み替え、さらに第3地区を組石群の西側に近

接した位置とする必要がある。これらの発掘区は、そのおおよその位置は知り得ても、正確な
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左 :第一区、中 :第二区、右 :第 Ⅲ区

(r大湯町環状列石」文イヒ財保護委員会  1953年 Fig 61～ 63よ り)

第62図 昭和21年調査地遺構配置図

方向、距離の記載がなく、第一区以外その位置を配置図に記することはできない。なお、第一

区は万座環状列石中心から北東 (N-39° 一E)37mの地点に位置づけられる。

さて、第一区からは「径が一米に近い不整円形に囲んだ炉跡」、「石列」、朦宇蔵穴と思われる

溝J等が検出されている。「石列」は、その位置が17年の調査で確認された直線状列石に近接

し、同一あるいは関連ある遺構と考えられる。また、炉跡の北東12m程 に位置する「貯蔵穴と

思われる溝」は、図で見る限りはその深さが50cm程 と浅く不安は残るが、その平面形状から現

在Tピ ットと呼ばれている遺構と考えられる。

西側の崖際の第二区からは、径 3m程の「ほぼ円形をなす石列」が検出され、その中に「単

に地を掘りさげたばかりの炉跡」が確認されている。また、この石囲いの南西狽1か らは多数の

後期の土器等の出土があった。第二区からは「組石遺構」 1基が検出され、その南東倶1か らは

やはり多量の後期の遺物の出土をみている。なお第四区からは、遺構は検出されていない。

以上は、後藤氏の報文及び挿図の内容であるが、甲野氏の報文ではさらに第二区の組石遺構

の南東側から焚火跡が見出されたとあり、第一～三区の炉跡及びその周辺を住居跡と推定し、

平地住居の可能性を示唆している。また遺跡の時期については、縄文時代後期の初め頃から中

頃にかけて営まれたものとしている。なお、同時に実施された環状列石内部の調査については、

「この部には多少の遺物の出土を見るが、住居跡のようなものは全くなく、また立石下の地中

にもなんらの埋蔵物も発見されなかった」とあり、環状列石の性格について「呪術のために、

長年にわたって築かれた_種の霊域であったかもしれない」と推察している。

|‖ .26、 27年の調査地と検出遺構

昭和26、 27年の調査は文化財保護委員会によって実施され、斎藤 忠、後藤守一、八幡一郎氏

らが調査に参加している。26年の調査は「列石の全貌をあらわし、実浪1、 写真撮影を行なうこ

と」等列石内の調査に主力が注がれたが、27年 には組石遺構の下底部の調査とともに、万座環
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左 :第一発掘溝、右 :第二発掘溝

(『大湯町環状列石』文化財保護委員会 1953年 Fig 24・ 27よ り)

第63図 昭和27年調査地遺構配置図

状列石近接地域の調査が行われている。この調査結果については八幡一郎氏により「万座遺跡

近接地域の調査」としてまとめられ、『大湯町環状列石』に収録されている。それによると、

発掘溝は万座環状列石の南部及び北部の各一条で、南部に設けた発掘溝を第一発掘溝、北部の

ものを第二発掘溝としている。

第一発掘溝は「万座遺構の外縁に設けた本柵から南へ凡そ四米の辺を起点とし、幅2.5米 、

長さ11米の南北方向の溝」で、その北端部分より「大穴」、ほぼ中央より石囲炉跡 1基が検出

され、東端から磋質岩片30余点が集積した状態で出土している。「大穴」は「幾分下拡がりに

なり、底は丸底」となるもので、口径1.50～ 1.60m、 最大胴径1.75～ 1.80m、 深さ80cmを 計る。

フラスコ状土渡と同一のものと考えられる。

第二発掘溝は「外柵から北へ凡そ四米を起点として、ほ 西ヾ南から東北方向に、幅二米、長

さ十四、五米」の溝で、さらにそのほぼ中央部を左右に数m拡張している。またこの発掘溝東

北端と21年調査の第一区までの距離が僅かlmに すぎないことが記されている。本発掘溝中央

部からは 1軒の住居跡が確認されている。

lv.48～ 51年の調査地と検出遺構

昭和48年 から51年 にかけては、第Ⅱ章 1で述べたような経緯で、大湯環状列石周辺のかなり

広範囲にわたる分布調査が行われている。

48年 の調査は、万座環状列石の南西方向94～ 346mの地区と野中堂環状列石の南方向 261～

478mの 地区の分布調査の他に2地点の部分的発掘が行われている。 I地点は万座環状列石中

心から西方 (N-105° 一W)59m、 Ⅲ地点は同列石中心から北方 (N-1° 一W)160mの地点

で、いずれからも遺構は確認されていないが、多数の遺物の出土があり、近傍に住居跡の存在

を予想している。

49年 の調査は、両環状列石周囲をかなり広 く調査 (20万r)し てぃるが、そのほとんどは表
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面採取及びボーリング調査であり、発掘 された総面積は、万座環状列石の南西方向94～ 346m

の地区内に任意に設定 された 2× 2mの地点発掘 6ヵ 所、 2× 5mの トレンチ 2ヵ 所 を含め、

わずか 342ゴ であった。 グリッド地区とした発掘区は、万座環状列石中心から西方向 (N-96°

一W)52～ 66mの距離で 204ぽ を、 トレンチ地区は同列石中心から北方向 (N-1° 一W)86～

105mの距離で49.5rが発掘 されている。グリッド地区からは多量の後期の遺物の出土があっ

たが、遺構は検出されていない。 トレンチ地区からは多量の後期の遺物 と礫 を出土、 2ヵ 所の

焼土が確認 されている。また、大湯環状列石周辺の航空写真に写 る性格不明な小 さな白い円と

遺構 との関連 を調べるため、十和田営林署苗畑内 (8× 5m)と その隣接地 (3× 1.5m)を

発掘 しているが、両 トレンチからは遺物 も遺構 も確認 されていない。

50年 には、両環状列石の近傍から北東 280mの 間の45地点の地点発掘 (1.5× 1.5m)と 、

万座環状列石中心から北方向 (N-2°一E)166～ 189mの 地点 (C地区)162ぽ 及び野中堂

環状列石中心から北東方向 (N-49° 一E)160～ 168島 の地点 (E地区)45ポ の面的発掘 が行

われた。45地点の地点発掘 ヵ所中、配石遺構が確認 されたのは 7ヵ 所、遺物のみの出土及び性

格不明の遺構の検出されたのは14ヵ 所である。C地区からは 4基の配石遺構 と 1軒の縄文時代

後期の住居跡が検出されている。またE地区からは、その南東端のグリッドより幅 lm、 深 さ

45cmの 南東一北西方向に延びる溝が確認 され、数点の遺物が出土 している。

51年 には、野中堂環状列石中心から北東約 288mの地点 (現調査A区)の 2つ の調査区 (X

地域 :10× 20m、 Y地域 :9× 10m)の 面的発掘 と、両環状列石の北東 160～ 450m間 の47地

点、西側及び東側の37地点の計84地点の地点発掘 (2× 2m)が 行われている。地点発掘84ヵ

所中遺構の確認 されたのは14ヵ 所で、古代の竪穴住居跡 2軒、溝状土渡 (Tピ ット)4基 、配

石遺構 3基等が検出されている。またX地域、Y地域からは配石遺構、土渡等計10数基の遺構

が確認 されている。

∨.56年の調査地 と検出遺構

史跡見学者用便所の増築に伴 う調査で、野中堂環状列石中心から北方向 (N-11° 一E)36m

の地点の 3.2× 6mを発掘、その南東端より土獲、フラスコ状土墳それぞれ 1基が検出されて

いる。いずれも出土遺物 より縄文時代後期前葉に位置づけられる。

vl.59～ 61年 の調査地 と検出遺構

59～ 61年の調査は、その調査 目的からかなり広い面的発掘が行われている。A区 は野中堂環

状 yl」 石中心から北東方向 (N-48° 一E)246～ 306mの地点 (4067ポ )、 B区は同環状列石中

心から北北東方向 (N-22° 一E)32～ 48mの地点 (550ポ )、 C区は万座環状夕1石 中心から東

北東方向 (N-69° 二E)80～ 144mの地点 (817ピ )である。A区、C区 の検出遺構及びその

配置等については本書に掲載 しているので、重複 をさけるため、ここでは省略する。
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B区 からは縄文時代のフラスコ状土墳 7基、Tピ ット2基、土墳 7基、焼土遺構 3基、時期

不明の土渡 1基が検出されている。これらの遺構のほとんどは同心円 (環)状に分布 し、その

外径は36mで ある。

(2) 大湯環状列石周辺の遺構の分布

昭和17年 から61年 までに発掘 された調査区及び検出遺構 をまとめると第64図 のようになる。

51年の調査までの調査区、検出遺構 については、周辺遺跡発掘調査報告書 (1)に遺跡の範囲

と分布調査結果として図化 しているが、いくつかの誤 りや不足部分があったために、この機会

に訂正、補足 した。なお、遺構の相対的位置関係 を把握できるよう位置の不明確な発掘区や遺

構は除外 した。また地点発掘 ヵ所や図示できないほど小範囲の発掘区は点 (丸印)と して表現

した。

この図でもわかるように、調査は均一に行われている訳ではなく、未調査範囲が広い地域 も

ある。 しかし、遺構、遺物がかなり広 く分布すること、均一に遺構が分布せず、いくつかの地

域に群集する傾向をつかむことができる。地点発掘間隔が広いことから、それぞれの群の広が

りは明確 にできないが次のような群が考えられる。

I 野中堂、万座両環状列石近傍

Ⅱ 万座環状列石の北北西方向の配石遺構の群集する地域

Ⅲ 野中堂環状列石の北東方向の配石遺構群 を中心とする地域

Ⅳ 万座環状列石南方の大湯種苗事業所地内配石遺構検出地域

V 両環状列石の北東及び北方向の歴史時代の竪穴住居跡 を中心とする地域

(3) 各遺構群域の遺構の配置

I群 とした両環状列石近傍は比較的面的調査が行われている。万座環状列石近傍からは、17、

21、 27年の調査 により、縄文時代後期の住居跡 1軒、住居跡 との関連が考えられる炉f7Jll、 焚火

跡 3基、フラスコ状土渡 2基以上、配石遺構、Tピ ット、直線状列石それぞれ 1基が検出され

ている。住居跡、炉跡、焚火跡、フラスコ状土墳は、環状列石中心から29～44mに位置 し、フ

ラスコ状土墳は南～南西側の発掘区から検出され、北東狽1の 2つ の発掘区からは検出されてい

ない。一方、住居跡、炉跡等は北東側の 2つ の発掘区、南側及び北西側の発掘区から検出され

ている。

これらの遺構が万座環状列石 を中心とし、同心円あるいは円環状に一巡するか、さらに野中

堂環状列石 とも関連する配置となるかは、野中堂、万座環状列石間の調査が行われておらず、

不明である。

野中堂環状列石北側近傍 からは、17、 56、 61年の調査によリフラスコ状土墳 9基、土墳 9基、

Tピ ット2基、焼土遺構 3基が検出されている。Tピ ットと時期不明の土渡 1基 を除 くすべて
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の遺構は環状夕1石 中心から45m内 に分布 し、36m内の分布密度が高い。万座環状列石近傍の遺

構分布】犬況 を考慮すると、野中堂においても、住居跡、フラスコ状土渡等から成る居住区域が、

環 ,伏列石 を中心とする同心円 (環)状に分布するものと考えられる。

Ⅱ群 とした万座環状列石の北北西方向69～ 144mの地域からは配石遺構 4基以上、住居跡 1

軒、焼土状遺構 2基等が検出されている。この周辺の調査は、ほとんどが地点発掘であり、そ

の間隔が広いため、遺構の配置の規則性や相関関係はつかめない。地点発掘により検出された

4基の配石遺構 を中心とする同心円 (環)状の配置か、斜面中に源泉 を有する台地縁辺部 に

集中する配置 と考えられる。なお、21年調査の第二区の住居跡 と考えられている炉跡 を有する

「石囲い」 も本群に位置づけられる。

Ⅲ群 とした地域は59年 から継続調査 されている地域 (A区 )で、弧状配石遺構群等が検出さ

れている。その詳細 については、本章 1を参照にされたい。本地域については、50、 51年の調

査 も含め、かなり広範囲に発掘 されているが、51年の調査において竪穴住居跡の可能性がある

落 ち込みが確認 されている程度で、住居跡は確認 されていない。なおA区南端から検出された

歴史時代の掘立柱建物跡は、その東JL東佃1の V群の地域 との関連が考えられる。

IV群 の地域については、調査がほとんど行われておらず、詳細は不明である。種苗造成時に

多数の配石遺構が確認 されているらしい。

V群 とした周辺遺跡縁辺部 (北東部及び北部)の いずれからも歴史時代の竪穴住居跡が確認

されている。北東部 と北部は連続せず、分割できると考えられる。なお北部からは時期不明の

Tピ ット2基、土墳 1基が検出されている。また環状列石中心から南西方向 31l mの地点から、
(注 8)

歴史時代の竪穴住居跡 1軒 を確認 している。

(秋元信夫)

注 1 昭和48～ 51年 に実施された分布調査により確認された大湯環状列石周辺遺跡の範囲

注 2.高本新助、諏訪富多著  『特別史跡大湯環状列石発掘史』に収録

注 3.吉田富夫  「環状列石遺蹟の標式的型式を具備」『神代文化』第47号 1947年

注 4.甲野 勇 「ストーン・サークル後記―秋田県大湯町石器時代遺跡調査一」

『科学朝日』第 7巻第11号 1947年 (0点は筆者が付した)

注 5.後藤守一  「昭和21年 における大湯遺跡の調査」『大湯町環状列石』に収録

注 6 注 4に同じ。

注 7.秋元信夫  「大湯環状列石周辺遺跡発掘調査報告」『よねしろ考古』 1号 1985年

注 8.土留め工事に伴 う試掘調査 (昭和61年)に おいて筆者らが確認。
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第Ⅵ章 調査のまとめ

大湯環状列石及びその周辺遺跡は、米代川の一支流、大湯川の南東岸の台地 (標高 180m前

後)上に位置する。大湯環状 all石 は約90mの 距離 を保つ野中堂と万座の 2つ の環状組石 (配石 )

遺構群の総称であり、その規模は野中堂で42m、 万座で46mを 浪1る 。

大湯環状列石 と関連ある遺跡が広がることは、昭和 17、 21、 26～27年 の環状列石近傍の調査

及び畑中からの表採資料によりある程度予想 されていたが、昭和48年 から51年 にかけて行われ

た周辺遺跡分布調査により、直接あるいは間接的に関連する遺跡が両環状列石から北東 300m、

南西 180mに も及ぶことが半」明した。

昭和59年 からは、53年作成の「特別史跡 大湯環状 all石 保存管理計画書」 を具体化 し、今後

の実施計画の基礎資料を得ることを主目的に周辺遺跡の発掘調査が継続 されている。

第 1、 2次調査では、51年の分布調査において第 3の環状列石の存在が予想された野中堂環

状列石の北東 250mの地点 (A区)を調査対象とし、弧 (環)状の配石遺構群の一部 を確認、

個々の配石遺構の性格については配石下の土渡の存在、堆積状況、甕棺や副葬品と考えられる

遺物の出土、残存脂肪分析結果等から配石墓と推察 され、その構築時期 を配石下土渡出土土器

より縄文時代後期前葉と推定できた。

本年度の調査は、このA区配石遺構群域の遺構の配置の解明を主目的に、さらにA区 を南西

方向に拡張、調査 を継続、さらに万座環状列石近傍の遺構の確認 を目的に同環状列石の東方80

mに 新たに調査区 (C区)を設定 した。なお発掘面積はA区 1222ボ 、C区 817ゴ であった。

調査の結果、A区 からは新たに縄文時代後期の配石遺構10基、土渡 8基、焼土遺構14基 が検

出され、遺構内・外より縄文時代後期の土器ダンボール箱 2箱 と8点の石器、 4点の土製品、

1点 の石製品の出土があった。またC区 からは、C区ほぼ全域 を覆 う礫群が検出され、縄文時

代後～晩期の土器ダンボール箱 7箱 と58点 の石器、45点 の土製品、 4点の石製品の出土があっ

た。

配石遺構は第 1、 2次調査部分においては、幅20mの 弧状帯上に位置 し、この帯は弧状列石

により内・外帯に三分割 され、内帯偶1の配石遺構は 4～ 6基 を一単位 とする小塊 (A～ F小塊 )

に細分され、それぞれ最も近い距離の外帯に位置する配石遺構 1基 に対応するという規則的な

配置を呈 していた。 しかし、今年度調査部分からは、弧状列石や外帯の配石遺構は検出されず、

配石遺構10基 と同性格 と考えられる土墳 3基は、いずれも幅10mの 内帯の延長帯上に位置する。

これらの遺構は、やはり小塊 (ZA～ ZD小塊)に細分されるが、その一単位の構成数が、 3

～ 5基 と少なく、各小塊間の距離 も広 くなる。またA～ F小塊では Ia類 (縁辺部 に立石 を一

巡 し、その内部に平石を置 くタイプ)の配石形態の配石遺構が外帯 を構成 し、内帯の各小塊に

内在するⅢa類 (縁辺部 に平石を長軸が連結するように円形に一巡 させ、その内部に石 を雑然
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と積むタイプ)と 相関関係にあったが、ZA～ ZD小塊では Ia類の配石遺構は内帯の小塊に

内在するという相違がみ られる。このような配石遺構の配置の違い、言い換 えれば墓域におけ

る埋葬区形態の相違は何に起因するのであろうか。各小塊 (A～ F小塊においては外帯部配石

遺構)に普遍的に存在するIa類の配石に着目し、追求を続けたい。

これらの配石遺構群はさらに南西及び東方向へ と延びる様相 を呈 しているが、野中堂、万座

環状列石のように円形に一巡することはない。これは発掘部分の曲率から、円と仮定 してその

直径 を出すと300mと なり、その南東部が台地からはみ出るからである。第 2次調査の考察 に

おいて、曲率 を変え、南西一北東方向に長い楕円形状 に一巡するか、一巡せず弧状で終 わると

考えたが、今年度の調査から後者の可能性が高 くなった。

配石遺構の性格、その構築時期等については、第 2次調査結果 と変わらない。

これまでの配石遺構群の調査によって、配石遺構の集合体 という点では野中堂、万座両環状

列石 と同 じであるが、その配置はやや異なる。この相違については構築時期の差 を考えている

が、土器編年の問題 とともに野中堂、万座環状列石の構築時期 を推察できる資料が少なく、断

言で きない。

C区ほぼ全域 を覆 う礫群は、人為的に配置 された痕跡 を有 しないが、それらの礫がその検出

された層中に本来存在せず、自然的要因により形成 されたとも考えられず、何 らかの形で人間

が関与 しているものと考えられる。礫群は配石遺構、土墳等 と重複せず、分布位置を異にする

傾向にある。また配石遺構の石材が大型の河原石であるのに対 し、礫群の礫はあまり水磨 され

ていない角礫が選択 されている。この辺 に礫群の性格解明の糸口があるものと考えられる。

A区、C区 とも出土遺物の大部分は後期前葉から中葉に位置づけられるものである。 C区 に

おいては、これらの遺物が南西側ほど多く出土する傾向を示し、本発掘区の南西側すなわち環

状列石近傍 に住居跡、土墳等の遺構の存在が考えられる。

(秋元信夫 )
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付 1 大湯環状列石周辺遺跡より出土した

棒状本製品及び樹脂状凝固物について

岩手県立博物館 赤 沼 英 男

大湯環状列石周辺遺跡より出土 した棒状木製品の表面黒色樹脂及び土器内付着樹脂状凝固物

質の自然科学的調査結果について報告する。

1.調査資料及び調査方法

調査資料は次の 2点である。

① 第 3号配石遺構土墳底面出土赤色彩色棒状本製品

② 第 102号 フラスコ状土墳出土土器内付着漆状凝固物

資料①はその形状から本質の表面に黒色樹脂膜 を貼付 し、さらに赤色顔料を施 した棒状製品

と推定されるが、理蔵中に腐朽が進み本質部の大半が失われている。保存状態はきわめて悪い。

自然科学的調査は、それぞれの資料から採取 した微小な樹脂のはく離片 0.1～ 0.29を もと

に行った。採取 した資料は蒸留水に浸 して十分クリーニングした後、アルコールおよびエーテル

によって脱水させたものを十分乾燥させ、赤外分光分析に供して同定を試みた。特に資料①に

ついでは赤外線による分析に先だって、樹脂表面のところどころに付着 している赤色顔料を削

ぎ落としメノー子L鉢で粉砕 した後、X線回析による顔料の同定を行った。

2.調査結果

図 1は資料①の表面に施 されている赤色顔料のX線回析像である。分析に供した資料が微量

なため強度は弱いが、271、 2.52、 2.20、 1.84お よび1.69Å を主とする回析線を確認することが

できる。これは赤鉄鉱 (Haema● te― Fe203)の標準粉末データと一致する。このことから棒状

本製品に施 されている赤色顔料は赤鉄鉱 (ベ ンガラ)である。

※ H=Haematite(α ―Fe20 3赤鉄鉱)

CuKα (Ni―filter)40Kv-30mAに て測定

図 1

40

赤色顔料の X線回析図
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次に黒色樹脂膜について検討する。図 2-aは 資料①の黒色樹脂膜、図 2-bは 資料②の赤

外吸収スペクトルである。いずれも3,600～ 3,400c「
1の

巾広い吸収帯、2,930、 2,860cln lの 鋭い

吸収、1,720～ 1,600及 び1,450～ 1,400c√
lの

吸収が特徴的であり、a、 bと も吸収パターンは一

致している。このことから資料①②の黒色樹脂は同一物質であると考えられる。図 3は浄法寺

産漆の吸収スペクトルであるが、図 2に示す吸収スペクトルと比較するとそのパターンは酷似

している。図 3で観察される3,050c語
1の

弱いオ レフィンーCH伸縮、及び1,460～ 1,440c「
1付

近の比較的鋭い吸収が資料①、②において認められないのは、酸化の進行および金属・珪酸塩

による汚染の影響によるものと判断される。資料①②の黒色膜はいずれもCC14に不溶であるこ

と等を考え合わせれば、これらは漆と推定される。

資料②土器底部には多量の黒色樹脂が残存 していることから、この資料は漆の保存容器とし

て使用され、またその漆を用いて赤色彩色棒状本製品は作られたのであろう。

図 2 黒色樹脂膜の赤外吸収スペク トル

2 5μη
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図 3 浄法寺産漆の赤外吸収スペク トル

注)資料①は第 1次調査において、A区配石遺構群域南東部のR、 S-12グ リッドに位置する第 3号

配石下土壊底面から出土した2点の赤色彩色棒状本製品である。大湯環状列石周辺遺跡発掘調査報

告書{1)で 「いずれも幅 5～ 7 nlTl、 厚さ2～ 4 mmの 棒状の本製品で、表面には漆と思われる赤色塗料

が塗られている。現存長はそれぞれ 4 2cm、 4.8 cmで あるが、断面形状が似ていること、近接する

位置関係にあること、周囲に同様の小破片があつたことから同一個体と考えられる。本質部が腐食

しており、本来の形状は推定できない」と記載したものである。

資料②は第 2次調査において、B区のK-101グ リッドに位置する第 102号フラスコイ犬土渡 3層

から出土した縄文H寺代後期前葉の小型深鉢形土器内に付着していた黒色の凝固物である。

第 3次調査において内面に黒色彩色の施された土器片が4点出土し、そのうち2点 も分析を依頼

したが、資料量が少なく、分析不可能ということであった。 (秋元)
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付 2 大湯環状列石遺跡出土火山灰の螢光X線分析

奈良教育大学 三 辻 利 一

(1) 分析方法

火山灰試料は空気乾燥器の中で 120℃ で 5時間乾燥 したのち、タングステンカーバイ ト製乳

鉢で 100～ 200メ ッシュ程度に粉砕 した。粉末試料は約15ト ンの圧力を加 えて固め、コイン状

の錠斉Jを 作成 した。この錠斉」試料にX線を照射 しく発生する螢光X線 を理学電機製エネルギー

分散型螢光X線分析装置で浪1定 した。定量分析には岩石標準試料」G-1を 標準試料 として使

用 した。

分析値は、」G-1に よる標準化値で表示 した。

(2) 分析結果

図 1の Rb一 Sr分布図より、No.1、 2と も十和田系火山灰であることは確実である。

十和田系火山灰の うち、十和田 a、 十和田 b、 ニ ノ倉火山灰の相互識別にはK一Ca分布図が

有効である。図 2の K一 Ca分布図によると、十和田a火山灰の端に分布することが半」る。Fe

因子でも十和国a火山灰に対応 したので、No.1、 2と も十和田a火山灰 と推定 される。

0      05      10 sr   i5      20

図 1 大湯環状列石遺跡出土火山灰の

Rb一 Sr分布図

注)試 )伸 oヾ.1、 2は 、第 2次 大湯環状列石周辺遺跡発掘調査 (昭和60年)時に、同遺跡 B区南東端

(N-lo2～ 103杭間)の基本層序 Ⅱa、 、Ⅱb層 から、それぞれ採集 したものである。鹿角地方を

中心に分布する軽石質火山礫は、大湯浮石 と命名され (藤岡・佐藤、1953)、 青森県一帯 に分布す

る十和田a降下火山灰が大湯浮石 と一連のものであり、約1000年前の噴火によって噴 き上げられた

降下軽石 (大池、1972)と 考えられている。

十和田aと 大湯浮石の一次鉱物組成の相違 については、井上・山田 (1986)に より次のようにま

0   1   2房  3   4
図 2 大湯環状列石遺跡出土火山灰の

K―Ca分布図
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とめられている。「十和田a火山灰は火山灰全体、浮石部分とも重鉱物含量が4～ 5%と 少なく、

その組成は、シソ輝石>磁鉄鉱>普通輝石であり、軽鉱物組成は火山ガラスが圧倒的であり、少量

の斜長石を含む。火山ガラスの形態はスポンジ状≧扁平状>繊維状>顆粒状であり、扁平状が多い

のが特徴である」一方、「大湯浮石の重鉱物含量は浮石全体で約 9%、 浮石部分で6%と 少なく、

その組成は磁鉄鉱>シ ソ輝石>普通輝石、普通角閃石である。軽鉱物組成は火山灰、浮石部分とも

に火山ガラス>斜長石であるが、長石もかなり含んでいる。ガラスの形態は火山灰全体では顆粒状

が大部分であるが、浮石部分ではスポンジ状を主体とし複雑であるJ

なお鹿角地方では、はりま館遺跡、大岱Ⅱ遺跡 (小坂町)、 案内V遺跡 (鹿 角市)出土の火山灰が

が同法及び磁鉄鉱の化学組成の点から分析され、「十和田aの噴出直前に十和田カルデラより噴出

した大湯浮石と思われる」 (庄子・山田、1983)と いう結果を得ている。

引用・参考文献

藤岡一男・佐藤久  「地学より見たる大湯環状列石」『大湯町環状列石』文化財保護委員会 1953年

大池昭二  「十和田火山東麓における完新世テフラの編年」『第四糸面I究』11-4 1972年

井上克弘・山田一郎  「安代町・浄法寺町における平安遺跡埋土中の火山灰について」『水神遺跡発

掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1986年

庄子貞雄・山田一郎  「秋田県はりま館、大岱Ⅱ、案内V、 払田柵および平鹿の各古代遺跡中の火山

灰の鉱物化学的分析」『平鹿遺跡』秋田県教育委員会 1983年

(秋元 )

⑦ DT2
□

D ―  Lev:181 344m ―

i判∬膿
浮石粒 を混入    |

llla黒 色 土 (10YR2/1)
a′ 黒褐色土 (7 5YR2/2)
b黒 色 土 (10YR2/1)

Ⅲaよ りきめが粗い

c 黒掲色土 (10YR3/2)
地山粒を若千含む

d 黒褐色土 (10YR2/3)
きめこまか く地山粒 を若干含む

e 黒褐色土 (10YR2/2)
Ⅳ  暗掲色土 (10YR3/3)

地山粒・プロック多量 に含む

0              1m

Ｉｃ

■ａ
Ⅱｂ
■
腹

0は 浮石サンプル採取地点

0    10m

-図3 浮石サンプル採取地点

No l、 2は浮石サンプル採取地点

図4 浮石サンプル採取地基本層序
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PL2 A区 配石遺構群域 (1)
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診警

PL3 A区 配石遺構群域(2)
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P L18 C区基本層序、C区北東部
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P L21 A区遺構外出土土器 (1)
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P L22 A区 遺構外出土土器 (2)
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A区遺構外 出土土器 (3)
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P L24 A区遺構外出土石器土製品、石製品
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P L25 A区遺構内、C区遺構外出土土器 (1)
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P L26 C区 遺構外 出土土器 (2)
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P L27 C区 遺構外出土土器 (3)
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P L28 C区 遺構外出土土器 (4)
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P L29 C区遺構外出土土器 (5)
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P‐L30 C区 遺構外出土土器 (6)
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C区遺構外 出土土器 (7)
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P L32 C区 遺構外出土土器 (8)
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P L35 C区遺構外出土土器傷0
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P L36 C区 遺構外出土土器00
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P L38 C区 遺構外出土石器 (2)
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P L41 C区 遺構外 出土土製品 (2)石 製品
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